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＜患者様連絡事項＞

・若松　高様～年末外泊中。本日9：30、長男より意識消失、低体温との電話あり。10:30、帰院。体温測定不可、脈拍61回/分血圧94/53㎜Hg　SPO299％　JCS100　の状態。

温罨法実施するが体温測定不可。川端・呂Dr　診察し八戸市立市民病院救命救急検査受診。　低体温症と診断を受け、入院治療が必要なことから、当院退院。

入院期間は２週間の予定。

・中村　三千代様～家族より、本日15時から1/5　16時までの外泊希望あり。川端Ｄｒより許可を受けています。服薬管理、病状観察などの注意点を説明するようにしてください。

· 岡掘　サワ様～呂Ｄｒより、点滴が同内容で1/3の24時まで継続処方となります。

· 岩館　賢一郎様～舌沈下あり。呂Ｄｒ診察エアウェイ挿入している。また、点滴が同内容で1/3　

　　の24時まで継続処方となります。

・谷内　三千男様～本日今朝より、呼吸状態の悪化あり。呂Ｄｒ診察し、エアウェイ挿入し酸素10リットルへ増量。　家族連絡している。16時、酸素飽和濃度100％　呂Ｄｒ

　　　　　　　　　診察し、酸素5リットルへ減量し酸素飽和濃度95％。

　　　　　　　　　呼吸、意識レベル全身管理をしてください。

